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図 I-B-1： 周波数配分と電波ブロック構成の例 

 
 
 
図 I-B-2： 電波ブロック再編成の例 
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図 I-B-3： 電波ブロック B の「需要と供給」（配分変更無い場合） 

 

 

 

図 I-B-4： X による B の供給価格 

 

 

 

図 I-B-5： Y による B への需要価格 
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図 I-B-6： B 利用変更から生ずる総余剰の分配 

 

 

 

 

図 II-A-1： 電波利用産業と一般の産業における利潤率の企業間分布 
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図 II-B-1： 現行制度（C/C）による周波数帯再編成手順 

 

図 II-E-1： インセンティブ・オークション（米）と EMM の比較 
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表 II-E-2： 市場取引内容（価格と数量）決定の類型 

市場 取引当事者 
取引条件の提示者 

同上提示内容（価格 P 
あるいは数量 Q） 

取引成立の決定者 
同上決定内容（価格 P

あるいは数量 Q） 

EMM 
売 既存利用者（x） P  

買 規制当局（z）  Q 

インセンティブ 

オークション 

売 地上放送局 P （入札） Q （落札結果） 

買 FCC   

AIP 
売 既存利用者  Q 

買 OfCom P  

周波数取引 
売 既存利用者 

P, Q P, Q （交渉結果） 
買 新規利用者 

周波数の 

オークション割当 

売 規制当局   

買 新規利用者 P Q （落札結果） 

一般競争市場 

（例、証券） 

売買 市場／証券会社 P  

買売 顧客  Q 

小売取引 
売 店舗 P  

買 顧客  Q 

独占市場 

（例：電力） 

売 電力会社 P  

買 顧客  Q 

 

 

図 III-B-1:  EMM による電波再編成の概要 
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図 III-B-2： 供給価格表示例： 自家利用者（private users）―― 単純ケース 

 2013 年 1 月 1 日現在 

免許： 有／無 （番号等） 

対象ブロック （周波数帯、地域、利用目的、条件等） 

利用者 （氏名、連絡先等） 

供給価格（利用終止時補償金額）（百万円） 

 当年額 102.0 

 前年額 100.0 

 変化率規制上限値（ﾊﾟｰｾﾝﾄ/年） 5.0 

電波使用料（年間、千円） 

 当年分 102.0 
 使用料率    （＝r, ％）     0.1％（=0.001） 

    前提： 

1. 供給価格は毎年初に 1 回だけ更新できる。 

2. 規制当局は前年末までに翌年の電波使用料率（r）を設定・公表する。 
 
 
図 III-B-3： 供給価格表示例： 自家利用者（private users）―― 一般ケース 

 2013 年 4 月 1 日現在 

免許： 有／無 （番号等） 

対象ブロック （周波数帯、地域、利用目的、条件等） 

利用者 （氏名、連絡先等） 

供給価格（利用終止時補償金額） 

 現在額           （百万円） 102.0 2013 年 4 月 1 日 

 前回変更時表示額 （百万円） 101.0 2013 年 1 月 1 日 
  変化率      （ﾊﾟｰｾﾝﾄ/年） 4.0  

 前年同日表示額 100.0 2012 年 4 月 1 日 

  変化率     （ﾊﾟｰｾﾝﾄ/年）  2.0  

 変化率規制上限値 （ﾊﾟｰｾﾝﾄ/年） 5.0  

電波使用料（年間、千円） 

 本年分予測      （千円/年） 101.75 2) 

 本年分累積額    （千円） 25.25 1)   

 使用料率     （＝r, ％） 0.1％（=0.001） 
    

前提： 

1. 供給価格は随時変更できる。ただし前年同日表示の価格に比較して、規制当局が定める

変化率の上限値（年率パーセント）を超える増額はできない。 

2. 規制当局は電波使用料率（r）を随時設定・変更できる。 

3. 電波使用料額は、「日単位」で計算し、これを毎年末に合計した額をその年の支払額とす

る。 

 

注： 1) 25.25＝101×0.001×(3/12) 

          2)  101.75＝25.25＋{102×0.001×(9/12)} 
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図 III-C-1： EMM による周波数帯再編成手順 
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図 IV-E-1： 供給価格表示例――コモンズ利用者（消費者） 

 2013 年 1 月 1 日現在 

免許： 有／無 番号（住民基本台帳、運転免許証等） 

利用者 （氏名、連絡先等） 

対象コモンズ 医療用（周波数帯） 

 対象機器 （メーカー名、機器名、機番、認可番号等） 

   機器価格（利用終止時補償金額）（千円） 

   本年初残存価格 80.0  

   当初価格 100.0  

    経過年数/全償却年数 2/10  

  電波使用料（年間、円） 

   当年分 80.0 1) 

   使用料率  （＝r, ％）    0.1％（=0.001） 

対象コモンズ 屋内 LAN 用（周波数帯） 

 対象機器 （メーカー名、機器名、機番、認可番号等） 

  機器価格（利用終止時補償金額）（千円） 

   本年初残存価格 120.0 2) 

   当初価格 200.0  

    経過年数/全償却年数 4/10  

  電波使用料（年間、円） 

   当年分 120.0  

   使用料率  （＝r, ％） 0.1％（=0.001） 

電波使用料合計（円/年） 200.0 3) 

   前提： 

1. コモンズ電波利用者は、機器購入時に購入金額と全償却年数（償却期間）を決定・表示

する。以後その変更はできない。 

2. 各年初に機器残存価格を（線型式により）計算し、これを同年の供給価格とする。 

 

注： 1)  80.0 (円)＝100 (千円)×{(10-2)/10}×0.001 

          2)  120.0 (円)＝200 (千円)×{(10-4)/10}×0.001 

        3) 200.0 (円)＝80.0 (円)＋120.0 (円) 
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図 IV-E-2： コモンズ供給価格管理コンソール例――医療コモンズ管理者 

 2013 年 1 月 1 日現在 

管理者 （組織名、担当者） 

対象コモンズ 医療用（周波数帯域、帯域幅） 

 供給価格（十億円） 

  利用者表示分総計 

   当年額    （確定） 100.0 

   1 年後額   （予測） 103.0 

   2 年後額   （予測） 104.0 

   …… …… 

  管理者表示分 

    当年額 20.0 
 合計（利用終止時補償金額）  
  当年額       120.0 1) 
 電波使用料（年間、百万円） 

  当年分     （円／年） 120.0 2) 

  使用料率    （＝r, ％）     0.1％（=0.001） 

   前提： 

  コモンズ管理者は、同利用者が表示する供給価格を集計（利用者表示分総計）し、これに「公

共財としてのコモンズ電波の供給価格」（管理者表示分）を加えて「供給価格合計」とする。 

 

注：  1) 120.0＝100.0＋20.0 (十億円) 

            2)  120.0 (百万円)＝120.0 (十億円)×0.001 

    

 

図 IV-C-1： 共用電波管理システムの例 
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図 V-A-1： 既存利用者による使用ブロック移転 

 

 

 

図 V-B-1： 将来複数時点における供給価格 
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表 V-C-1： 先物オークションの例（図 I-B-2 のケース） 

年（t） 
ブロック 0 1 2 3 説明 

L1 S10 S11 S12 S13 

表示先物供給価格 
（Sjt） 

L2 S20 S21 S22 S23 

L3 S30 S31 S32 S33 

L4 S40 S41 S42 S43 

L S0 S1 S2 S3 St＝Σj Sjt 

需要価格 D0 D1 D2 D3 オークション落札価格 

余 

剰 

各年価

格表示 U0 U1 U2 U3 Ut＝Dt－St 

現在価

格表示 
V0 V1 V2 V3 Vt = Ut

(1+i)t
 

最 大   ◎  V2=MaxVt 

    注） i： 利子率 
 
 
図 VI-B-1： 戦略的位置にあるブロックの供給単価 
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